













学位記番号 第 508 号
学位授与の日付 昭和 39 年 3 月 25 日
学位授与の要件 医学研究科生理系

































(4) 橋網様体に誘発電位を生じる中脳網様休の先行刺激は， 末梢神経刺激による橋網椋休誘発電{，'J:を 10
-40msec の間抑制した。
























る誘発電位， 自発放電，誘発放電に対する中脳網椋体覚醒刺激の影響をしらべた c 誘発電位の記録電極は
直径約 200μ のステンレス線，単位放電の誘導に用いた微小電極は 3MKCl 封入ガラス毛細管或は， 5μ の
タングステンをガラス毛細管に封入し，電解研磨して先端を更に細くしたものである。得られた電気現象
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を CR 増巾器を通してブラウンむに接続し，連続記録装置によりオッシロペーパー上 lこ撮影した。同時に通
常脳波をインク拙心脳波計で li己保し， 背景脳波の態度を観察した口網秘賦活系に属する桶網拡体単位放電


















(7) 橋網様体ネウロンは， ql脳網様体の単発刺激 lと応答するものとしないものに分けられる。中脳網様
体の単発刺激に応答する橋網様体ネウロンの末梢神経刺激による誘発放電は， 同じく賦活系に属する中脳
網様休の頻回刺激によって抑制効果をうけるものが多い。 これに反し，中脳網椋体の単発刺激に応答しな
い橋網様体ネウロンでは， 末梢神経刺激による誘発放電は中脳網様体の頻回刺激によって促通効果をうけ
るものが多い。
(8) 以上の成績は橋網様体の体知覚インパルスによる働き方を示し， 上位の覚醒系の活動によって促通
或は抑制の干渉をうけることを示すものである口促通効果は刺激開始直後から見られ，中脳網様体から橋
網様体に入るインパルスによる関下促通が考えられるが， 抑制効果は刺激中に現れるものと刺激終了後に
現れるものがあるから，減却による以外に， 他の抑制機構即ち近傍のネウロンの働きによる抑制或は網様
体ネウロンの賦活後抑制が考えられる。
要するに，乙の成績は網様体電気活動をより一層くわしく解析したものであり， 覚醒機構に関係する網
様賦活系の精巧な協調作用解明の端著を示すものとして， その意義を認めるものである。
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